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1. 平成23年３月期第３四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期 8,827 △14.9 △155 － △63 － △335 －

22年３月期第３四半期 10,373 △31.8 △723 － △640 － △2,993 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第３四半期 △13 17 －

22年３月期第３四半期 △117 65 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第３四半期 38,523 24,461 61.5 930 86

22年３月期 43,109 25,562 57.5 973 59

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 23,695百万円  22年３月期 24,778百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年３月期 － 7 50 － 7 50 15 00

 23年３月期 － 7 50 －

 23年３月期(予想) 7 50 15 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期 11,300 △16.5 △100 － △100 － △300 －



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等について

は、四半期決算短信（添付資料）P.３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４ 「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ―社 (            )、除外  ―社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 25,534,800株 22年３月期 25,529,800株

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 79,621株 22年３月期 79,324株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期３Ｑ 25,453,738株 22年３月期３Ｑ 25,447,285株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善や各種の政策効果により企業収益

の改善が期待されるものの、デフレの進行や雇用環境の悪化、海外景気の下振れ懸念などのリスクが存

在し、依然として厳しい状況が続きました。   

このような状況の下、当社グループは前期策定いたしました「基本戦略」および「アクション・プラ

ン」に基づき、当期を「収益基盤確立期」と位置づけ、安定した収益基盤を確立すべく、業務運営体制

の効率化やサービスの高品質化に鋭意取り組んでおります。 

しかしながら、株式市況の低迷などにより、当第３四半期連結累計期間における営業収益は88億27百

万円（前年同四半期比14.9％減）となりました。一方、前期に実施いたしました諸施策が功を奏し、営

業費用は40億49百万円（前年同四半期比10.2％減）、一般管理費は49億33百万円（前年同四半期比

25.1％減）と大幅に減少したものの、営業収益が減少したことを受け、営業損失は１億55百万円（前年

同四半期は営業損失７億23百万円）、経常損失は63百万円（前年同四半期は経常損失６億40百万円）、

四半期純損失は３億35百万円（前年同四半期は四半期純損失29億93百万円）となりました。今後とも、

安定した収益基盤を確立するため、新たな高付加価値サービスの開発や業務の標準化など強力に推進し

てまいります。 

  

事業別の概況は以下のとおりであります。 

当社グループは、従来「証券サービス業」という単一の事業セグメントに属しておりましたが、第１

四半期連結会計期間より、報告セグメントをバックオフィス事業、証券事業、証券代行事業、金融事業

の４種類の区分に見直しております。 

報告セグメントの営業収益につきましては、バックオフィス事業は65億41百万円、証券事業は９億26

百万円、証券代行事業は12億44百万円、金融事業は２億14百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期連結会計期間末における資産合計は385億23百万円で、前連結会計年度末に比べ45億

85百万円減少しました。これは主に、営業貸付金等が増加した一方で、現金及び預金、信用取引資産

等が減少したことによるものです。また、負債合計は140億61百万円で、前連結会計年度末に比べ34

億84百万円減少しました。これは主に、短期借入金、信用取引負債等が減少したことによるもので

す。純資産合計は244億61百万円で、前連結会計年度末に比べ11億１百万円減少しました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は59億82百

万円となり、前連結会計年度末より37億45百万円減少しました。各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの増減要因は次のとおりであります。 

  

25億88百万円の資金の減少（前年同四半期比48億65百万円増加）となりました。これは主に税金

等調整前四半期純損失１億40百万円、信用取引資産の減少額26億54百万円、営業貸付金の増加額22

億67百万円、信用取引負債の減少額22億15百万円によるものであります。 

  

３億23百万円の資金の減少（前年同四半期は39億12百万円の資金の増加）となりました。これは

主に、無形固定資産の取得による支出２億64百万円、関係会社株式の取得による支出１億69百万円

によるものであります。 

  

８億34百万円の資金の減少（前年同四半期比３億39百万円減少）となりました。これは主に、短

期借入金の純減少額４億円、配当金の支払額３億73百万円によるものであります。 

  

平成23年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成22年10月29日公表の業績予想の数値から

変更しておりません。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債および純資産の状況

② キャッシュ・フローの状況

イ 営業活動によるキャッシュ・フロー

ロ 投資活動によるキャッシュ・フロー

ハ 財務活動によるキャッシュ・フロー

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

○固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

  

○「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号  平成

20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号  平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失がそれぞれ２百万円増加し、税金

等調整前四半期純損失が18百万円増加しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理および特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,820 9,665

預託金 637 606

営業貸付金 9,066 6,799

信用取引資産 9,093 11,747

信用取引貸付金 5,909 6,824

信用取引借証券担保金 3,183 4,923

有価証券担保貸付金 2,919 2,883

借入有価証券担保金 2,919 2,883

営業未収入金 1,143 1,226

有価証券 212 211

短期差入保証金 3,218 3,123

その他 395 390

貸倒引当金 △285 △354

流動資産合計 32,221 36,299

固定資産   

有形固定資産 1,770 1,813

無形固定資産 398 297

投資その他の資産 4,133 4,698

投資有価証券 3,421 4,109

その他 862 610

貸倒引当金 △150 △21

固定資産合計 6,301 6,809

資産合計 38,523 43,109

負債の部   

流動負債   

短期借入金 1,220 1,620

信用取引負債 5,701 7,917

信用取引借入金 986 1,691

信用取引貸証券受入金 4,715 6,226

有価証券担保借入金 344 592

有価証券貸借取引受入金 344 592

営業未払金 287 303

未払法人税等 31 147

短期受入保証金 3,990 3,998

賞与引当金 97 248

その他 818 853

流動負債合計 12,492 15,682
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

退職給付引当金 641 662

その他 220 526

固定負債合計 862 1,188

特別法上の準備金   

金融商品取引責任準備金 706 675

特別法上の準備金合計 706 675

負債合計 14,061 17,546

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,903 8,902

資本剰余金 11,726 11,725

利益剰余金 3,003 3,720

自己株式 △53 △53

株主資本合計 23,579 24,294

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 115 484

土地再評価差額金 △0 △0

評価・換算差額等合計 115 484

新株予約権 59 75

少数株主持分 706 709

純資産合計 24,461 25,562

負債純資産合計 38,523 43,109
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益 10,373 8,827

営業費用 4,510 4,049

営業総利益 5,862 4,778

一般管理費 6,586 4,933

営業損失（△） △723 △155

営業外収益   

受取利息 4 6

受取配当金 56 57

その他 26 28

営業外収益合計 86 92

営業外費用   

障害者雇用納付金 3 －

その他 0 0

営業外費用合計 3 0

経常損失（△） △640 △63

特別利益   

固定資産売却益 11 －

投資有価証券売却益 0 29

貸倒引当金戻入額 31 －

新株予約権戻入益 17 19

特別利益合計 60 49

特別損失   

固定資産除却損 333 2

投資有価証券売却損 6 0

投資有価証券評価損 63 71

解約違約金 360 －

希望退職関連費用 742 －

退職給付費用 216 －

金融商品取引責任準備金繰入れ 125 31

減損損失 87 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15

その他 143 5

特別損失合計 2,078 126

税金等調整前四半期純損失（△） △2,658 △140

法人税、住民税及び事業税 194 100

法人税等調整額 35 36

法人税等合計 230 137

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △278

少数株主利益 104 57

四半期純損失（△） △2,993 △335
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △2,658 △140

減価償却費 862 154

減損損失 87 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31 59

賞与引当金の増減額（△は減少） △256 △150

退職給付引当金の増減額（△は減少） 253 △20

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △36 －

金融商品取引責任準備金の増減額（△は減少） 125 31

受取利息及び受取配当金 △715 △455

支払利息 248 92

固定資産除却損 333 2

投資有価証券評価損益（△は益） 63 71

解約違約金 360 －

希望退職関連費用 742 －

預託金の増減額（△は増加） 1,000 △30

営業貸付金の増減額（△は増加） △1,911 △2,267

信用取引資産の増減額（△は増加） 5,362 2,654

有価証券担保貸付金の増減額（△は増加） △2,970 △36

営業未収入金の増減額（△は増加） 137 86

短期差入保証金の増減額（△は増加） 6,698 △153

信用取引負債の増減額（△は減少） △6,146 △2,215

有価証券担保借入金の増減額（△は減少） 21 △248

営業未払金の増減額（△は減少） △47 △15

短期受入保証金の増減額（△は減少） △8,585 △8

長期未払金の増減額（△は減少） △305 △49

その他 △119 △56

小計 △7,488 △2,697

利息及び配当金の受取額 787 458

利息の支払額 △259 △93

解約違約金の支払額 △360 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △134 △255

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,454 △2,588
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △504 △57

無形固定資産の取得による支出 △403 △264

長期前払費用の取得による支出 △50 －

有価証券の売却及び償還による収入 － 50

投資有価証券の取得による支出 △200 △69

投資有価証券の売却による収入 15 97

関係会社株式の取得による支出 － △169

短期貸付金の増減額（△は増加） 5,000 －

長期貸付金の回収による収入 1 －

その他 54 90

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,912 △323

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △400

株式の発行による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 0 －

配当金の支払額 △434 △373

少数株主への配当金の支払額 △60 △60

財務活動によるキャッシュ・フロー △494 △834

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,035 △3,745

現金及び現金同等物の期首残高 14,849 9,727

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,813 5,982

― 9 ―

 
㈱だいこう証券ビジネス(8692)　平成23年３月期第３四半期　決算短信



 該当事項はありません。 

  

当連結会社は、事務代行業務、ビジネスサービス業務、証券業、メーリング業務、配送業務、株

主名簿管理人業務、人材サービス業および貸金業務等の証券に係わる業務を中心とする営業活動を

展開しております。従って、当連結会社の事業区分は「証券サービス業」という単一の事業セグメ

ントに属しております。 

  

在外連結子会社および在外支店がないため記載しておりません。 

  

海外売上高がないため記載しておりません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

【海外売上高】

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

― 10 ―

 
㈱だいこう証券ビジネス(8692)　平成23年３月期第３四半期　決算短信



  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

当社は、重点事業領域であるバックオフィスを軸に、事業活動の特徴、法的規制を考慮した経営

管理上の区分によって、「バックオフィス」「証券」「証券代行」および「金融」の４つを報告セ

グメントとしております。 

なお、「バックオフィス」セグメントは、証券会社・金融機関向けのバックオフィス業務を、

「証券」セグメントは証券業務を、「証券代行」セグメントは株主名簿管理人業務を、「金融」セ

グメントは有価証券を担保とした融資業務を、それぞれ主な業務としております。 

  

  

(単位：百万円) 
 

(注) １  セグメント利益又は損失(△)の調整額10百万円には、セグメント間取引消去９百万円が含まれてお

ります。 

２  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号  平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

  

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

２．報告セグメントごとの営業収益および利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２

バック 
オフィス

証券 証券代行 金融 計

営業収益

  外部顧客への営業収益 6,441 926 1,244 214 8,827 ― 8,827

  セグメント間の内部
  営業収益又は振替高

99 ― ― ― 99 △99 ―

計 6,541 926 1,244 214 8,927 △99 8,827

  セグメント利益 
  又は損失(△)

△127 76 △120 6 △165 10 △155

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（追加情報）
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 該当事項はありません。 

  

  当社は、平成22年９月29日付で締結した三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社および同社の連結子会社である

三菱ＵＦＪ代行ビジネス株式会社との会社分割契約に基づき、平成23年１月１日付で、証券代行事業

を会社分割いたしました。 

  

イ 分離先企業の名称 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社および三菱ＵＦＪ代行ビジネス株式会社 

ロ 分離した事業の内容 

証券代行事業 

ハ 事業分離を行った主な理由 

当社は、「証券業務の総合的プラットフォーム」として持続的な成長を図るため、重点事業領

域を「証券会社・金融機関向けミドル・バックサービスの提供」とし、経営資源を集中させると

ともに効率的で高付加価値なサービスを提供することを基本方針としております。当社は本会社

分割により、事業の選択と集中を図り、「証券業務の総合的プラットフォーム」をより深化させ

ることとしております。 

ニ 事業分離日 

平成23年１月１日 

ホ 法的形式を含む事業分離の概要 

当社を分割会社とし、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社および三菱ＵＦＪ代行ビジネス株式会社を

承継会社とする吸収分割 

  

本会社分割は、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）お

よび「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10

号 平成20年12月26日）を適用する見込みです。なお、本会社分割に係る移転損益の金額は、現時

点では確定しておりません。 

  

③ 分離した事業が含まれていた報告セグメントの名称 

   証券代行 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(7) 重要な後発事象

（会社分割の実施）

① 事業分離の概要

② 実施する会計処理の概要
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4. 補足情報

(1) 自己資本規制比率（個別）

当第３四半期会計期間末 
（平成22年12月31日） 

（百万円）

前事業年度末 
（平成22年３月31日） 

（百万円）

 基本的項目 （A） 22,966 23,379

補完的項目

その他有価証券評価 
差額金（評価益）等

175 559

金融商品取引責任準備
金等

706 675

一般貸倒引当金 60 44

計 （B） 942 1,278

 控除資産 （C） 3,598 3,331

 固定化されていない 
 自己資本

（A）＋（B）－（C） （D） 20,311 21,326

リスク相当額

市場リスク相当額 439 537

取引先リスク相当額 383 542

基礎的リスク相当額 2,162 2,504

計 （E） 2,985 3,584

 自己資本規制比率 （D)／（E)×100 680.3% 595.0%

(2) 株式売買高（先物取引を除く）（個別）

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
  至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
  至 平成22年12月31日)

株数(百万株) 金額(百万円) 株数(百万株) 金額(百万円)

合 計 12,602 6,227,080 3,233 1,522,016

（自 己） (0) (71) (1) (832)

（委 託） (12,602) (6,227,009) (3,232) (1,521,184)

委託比率 99.9% 99.9% 99.9% 99.9%
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